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企業福祉の今日的課題 

――日本的経営と「従業員共同体企業」モデルの視点から―― 
早野 禎二（東海学園大学） 

 
 本報告では、今日の企業福祉の課題について考察することを目的とする。日本の企

業福祉の歴史を辿ると、それは、「日本的経営」の成立と密接に関連を持ったものであ

ることが理解できる。日本的経営は、日本の「イエ」組織の伝統を企業経営の中に擬

制的に導入したもので、終身雇用制、年功序列制、企業別組合という特徴を持ってい

た。それは、ドーアによれば、「従業員共同体企業」という特徴を持ち、従業員の福祉

を保障する機能を持っていた。それは、近代化の過程において、国の福祉制度の整備

の遅れを補う形で進められ、企業にとっては労働者の確保、企業への忠誠心の確保と

いう意味を持っていた。戦後もこのスタイルは継続され、日本の経済成長を支える原

動力になった。それは、企業のみならず、社会の安定要因として機能した。 
しかし、1990 年代半ば以降、グローバル化と新自由主義が日本社会に入ってきて、

日本的経営も大きく転換を余儀なくされる。経団連の「『新時代の「日本的経営」―挑

戦すべき方向とその具体策―』（1995）が転機となって、企業経営に、「能力・業績評

価」が導入され、企業福祉も、従業員の多様化する価値と個人指向に対応して、個別

に従業員を対象とするものに変わっていった。それは、「能力・業績主義」にも対応し

たものであり、企業福祉もカフェテリアプランなど選択性を重視しながら総額を抑制

管理する方向に転換した。集団指向から個人指向への変化は、ベックの「個人化」が

日本でも広まってきたことを意味する。 
 しかし、このような英米型の個人主義的な働き方は日本人の働き方にあっているの

かという点について検討がされるべきであると考える。日本人の経済活動の特徴は、

経済活動が人と人の社会的関係に埋め込まれていることである。企業という組織に帰

属意識を持ち、長期的なコミットメントして、共同体的な関係のなかで働くことが、

日本人に合った働き方ではないかと考える。 
 報告では、日本的経営と企業福祉の歴史とその特徴を押え、その変化の要因を分析

し、社会の安定性が失われた今の日本社会で、再びそれが持っていた意義を考えてい

きたい。 
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